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を軸に、「up lgist」Wohnmaschine(ベルリン)や2008年には「NEXT 2008」（アートフェア／TARO NASUブ
ースでの個展（シカゴ））と内外に渡って企画展にも参加し、多彩な領域で国際的に活動している。 
 薄久保の作品は、しなやかな感性に色どられていながら、絵画の骨格に強さが秘められ、たぐいまれ
な描写力が見る者を彼女の詩的な領域に引き込みとらえてはなさない。 
 作品画中にある薄久保の世界は、現代人であれば誰もが求める「癒し」の安らぎと、一抹の「不安」
が内在してその両者が「軽み」の中で絶妙のハーモニーを奏でていて美しい。 
 論文においてはデジタルと身体性という現代を捉えた問題を、主観的な見解に留める事無く、20世紀
の美術史と哲学と共に非常に優れた考察を述べた。 
 特にマルセル・デュシャンの「アンフラマンス」という長きに渡り解釈が困難とされる概念について
果敢に考察がなされている点は高く評価したい。 
 また、彼女の作品は、構造的な問題を主軸としながらも一点の絵画が持つ「唯一」の存在感を証明す
るかのような強さをも作品に宿しているといえる。 
 以上、薄久保 香は論文と作品により、時代の先駆となる思想と表現を論理的かつ、豊かな感性におい
て実証している。よって油画科の絵画領域におけるそれぞれの専門分野の審査委員と論文審査委員全員
によって特に高い評価を受け、数回に渡る論議の上、厳正な判断のもとに、本論文と作品は課程博士の
学位に相当するものであるとして、全員一致の上、合格と判断することにした。 
 
 
